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次期役員改選の選出にあたって立候補者を募ったところ、届出締切日までに県内各ブロッ

ク１２名より、届出がありました。書類を審査した結果、資格要件を満たしていることが確

認された氏名を次のとおり公示いたします。 

 

 なお、立候補者が定数と同数の選挙区（県内４ブロック）については、役員選出規則及び

役員選出規則細則にもとづき、告示の立候補者を無投票当選とします。 

 また、当選者の決定と報告は役員選出規則細則第１７条に基づいて次期理事会において報

告するとともに公示します。 

 

本選挙は当告示を以って終了となります。 

以上 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１ 無投票当選となる選挙区の立候補者一覧 

 

 以下の県内４ブロックでの各立候補者は、立候補者数が定数と同数のため、無投票当選となります。 

 

候補者について、【氏名・抱負】を記載しております。（順不同 届出順にて記載） 

 

上越ブロック【定数：２名、立候補者：２名】 

氏名 抱負 

青木 邦朝 
（あおきくにとも） 

今までの経験を活かし、介護福祉士が専門職として誇りを持てる環境づくりや研

修・キャリア支援の充実に取り組みます。また、現場の声を反映できるような職

能団体として地域福祉の向上に貢献したいと考えています。 

片山 千明 
（かたやまちはる） 

社会から求められる介護福祉士の役割も年々変化してきていると実感しておりま

す。今後、更なる活躍が期待されている介護福祉士のために尽力していきたいと

考えております。よろしくお願いいたします。 

 

中越ブロック【定数：４名、立候補者：４名】 

氏名 抱負 

大井 秀行 
（おおいひでゆき） 

新潟県介護福祉士会の役員として介護福祉士の質の向上と地位確立に向けてお役

に立てることがあれば微力ながら取り組んでいきたいと思います。 

山田 美惠 
（やまだみえ） 

これまでの経験をもとに、今後も新潟県介護福祉士会の更なる発展に尽力をした

く立候補いたします。 

高橋 詩子 
（たかはしうたこ） 

私は、理事として２期４年を経過する中で介護福祉士の働き方や外国人介護労働

について考える機会が多く、日々変わる社会情勢の中で介護福祉士が学び続ける

ことの重要性を痛感し職能団体である介護福祉士会が果たす役割は大きいものだ

と感じております。介護福祉士として高齢者施設に就職し、すぐに先輩方に導か

れ入会した新潟県介護福祉士会で研修や運営活動で学んだことは掛け替えの無い

ものです。今後も介護福祉士の質の向上と介護現場の発展に尽くしたいと考え、

理事に立候補いたします。 

米山 文代 
（よねやまふみよ） 

日々、介護現場で働いていますが、在宅又は施設に入所されている方が今後も穏

やかな生活が送れるように。そして自身も含め働く者が相手に対して心優しく接

することができるように、また、やりがいを持てるように学びを忘れずに介護支

援の手助けをしていきたいと思っています。どうか、皆様のお力を貸してくださ

い。 

 
下越ブロック【定数：４名、立候補者：４名】 

氏名 抱負 

樋口 美和子 
（ひぐちみわこ） 

介護福祉士会の発展のために尽力いたします。 

柴田 清孝 
（しばたきよたか） 

新潟県介護福祉士会は仲間と共に自分を成長させてくれる場所であり、くじけそ

うになったときに助けてくれる場所でもあります。多くの会員がお互いに高め合

い助け合えるような場所にしていきたいです。 

平田 春樹 
（ひらたはるき） 

介護業界が抱えるさまざまな課題に対して積極的に取り組み、会員の皆様がより

良い環境で仕事を続けられるよう支援することです。介護福祉士としてのスキル

アップの機会を提供し継続的な教育と研修の充実を図ります。新たな介護技術や



最新の介護福祉学の知識を全員に提供し、介護の質を向上させる取り組みを強化

します。 

石山 裕江 
（いしやまひろえ） 

第８回介護福祉士国家試験の受験前に介護福祉士会主催の実技セミナーに参加し

知識のなさに「今まで何をしていたんだろう。利用者の方々に申し訳ない」と思

った。合格しすぐに入会、多くの出会いと学びがあり、経験もさせていただい

た。入会後、運営委員として丸２８年間属していたが貢献度は低かったと思う。

今後、役員として、役員として先輩役員の方々、会員の方々と共に学びながら新

潟県介護福祉士会、介護福祉士の発展の一助となりたい。 

 
佐渡ブロック【定数：２名、立候補者：２名】 

氏名 抱負 

中村 和弘 
（なかむらかずひろ） 

２年間で佐渡の今後について考えていきたいと思います。 

杉澤 暢美 
（すぎさわのぶみ） 

佐渡島内では人口減少、高齢化が進み労働人口も減少しています。その中で会員

数の減少も進んでいます。今後の佐渡ブロックのあり方や活動内容を再検討して

いく必要性も高いと考えています。佐渡の福祉を支えていくと共に、新潟県介護

福祉士会の活動に微力ながら協力していきたいと思います。よろしくお願いいた

します。 

 


